Living infinite death instead of eternal life: Death and identity in Masaki Mori, “Yume no Yadori” by 神田 浩一
永遠の生ではなく無限の死を生きること
真崎守「夢のやどり」における〈死〉と〈同一性〉について




















































































































































「ぼくの耳に聞こえたのは ただ熱い血が 血管を 走る音だけだった。」
４ 結論 それぞれの死の選択
社会通念とは違い、〈死〉は決して忌避すべきものではなく、滅びゆく肉体とともに〈生〉の
充溢を確認するために欠かせないものである。そう考えると〈永遠の生〉とは〈永遠の死〉に他
ならない。これこそ、「永遠の生 無限の死」というサブタイトルのついた「夢のやどり」とい
う漫画作品の主要なメッセージだろう。確かに、「死への先駆」により本来的な生を取り戻すと
いうハイデッガー的な振る舞いは劇的であり英雄的な選択である。青春の熱いほとばしりを好ん
で描いてきた真崎守にふさわしい物語の結末である。しかし真崎守はただ死を媒介にした生の充
溢という生き方だけを顕揚しているわけではない。
アミが選んだ死はチャンスとレイが選んだ死とは別な可能性を示唆している。チャンスとレイ
の行った死の選択が死の固有性と結びついた〈私〉の固有性に徹底的に固執するものであったの
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に対して、アミの行った死の選択は二重の自己放棄に基づいている。まずはオリジナルとして〈永
遠の生〉を享受する権利を放棄して、コピーであるチャンスが合法的に生き続けられ、その結果
チャンスの恋人レイ（「夢のやどり」と多くの設定を共有する「キスしてくれなきゃ 目覚めな
い」によるとレイはかつてのアミの恋人でもある）をも救おうとする。次に〈個体〉の生の充溢
の基盤となる肉体を脱ぎ捨て、メカと一体化することで、狭い意味での〈個体〉の同一性をも放
棄する。そして徹底的に〈個体〉としての動物的な生の充溢にこだわるかつての自分の分身を植
物的な静謐さで見守り続ける８。後期の真崎守の心境もまたこの古老アミのように自己放棄によ
ってチャンスという名にふさわしい青春の充溢を祈りを込めて見守るものであったに違いない。
８ 確かに青春のほとばしりを描いた真崎守の物語にはこの古老アミのように自己放棄によって青春の奔出
を見守る存在もまた描かれることが多かった。例えば『キバの紋章』では主人公狂児の罪を代わりに引き
受けて父親は死刑になるし、『エデンの戦士』（１９７７）では主人公タケルに生きていく上での様々な知恵を
伝授したアンドロイドの「じさま」は自分の命を引き換えにタケルを大陸間地下連絡網にテレポートさせ
る。しかしそれらはあくまで主人公の引き立て役に過ぎなかった。それに対して「夢のやどり」では古老
アミは物語内で重要な役割を果たし存在感を増している。
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